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森

時
彦
著

中
園
近
代
綿
業
史
の
研
究

中

ヂド

基

日
品
〈

中
国
の
綿
紡
織
業

(
以
下
、
箪
に
綿
業
と
い
う
)
は
、

綿
産
地
の
長
江
下

流
域
を
中
心
に、

一
千
年
も
の
長
い
際
史
を
も
っ
代
表
的
な
産
業
の

一
つ
で

あ
る
。
か
つ
て
非
綿
産
地
で
あ

っ
た
華
北
や
華
南
で
は
、
長
江
流
域
の
輩
中

か
ら
綿
花
を
移
入
し
て
手
紡
ぎ
、
手
織
り
し
て
家
族
の
衣
料
を
賄
い
つ
つ
、

内
職
枚
入
を
も
得
て
い
た
。
綿
業
の
生
産
工
程
は
こ
の
よ
う
に
ま
ず
綿
花
の

紋
暗

(
な
い
し
入
手
)
に
始
ま
り
、
次
に
綿
糸
の
手
紡
ぎ

(
土
紗

・
土
糸
)
、

そ
し
て
綿
布
の
手
織
り

(土
布
)
で
完
結
す
る
と
い
う
長
い
プ
ロ
セ
ス
の
、

農
工
結
合
し
た
産
業
で
あ

っ
た
。
手
紡
さ
と
手
織
り
は
大
抵
ど
こ
で
も
農
村

の
家
内
手
工
業
と
し
て
行
な
わ
れ
、

例
外
的
に
都
市
で
艶
出
し
な
ど
の
加
工

が
さ
れ
た
。
そ
の
綿
布
は
、
圏
内
数
億
の
大
衆
の
衣
料
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
海
外
に
も
輸
出
さ
れ
、
高
級
品
が
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
の
枇
交
界
で
貴
婦

人
を
飾

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
近
代
に
入

っ
て
開
図
と
共
に
外
岡
綿

製
品
流
入
の
影
響
を
受
け
る
と
、
い
や
が
お
う
で
も
大
き
な
嬰
貌
を
遂
げ
ざ

る
を
え
ず
、
上
記
の
手
工
業
が
衰
退
し
た
地
匿
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
他

方
で
輸
入
さ
れ
た
外
国
の
機
械
製
綿
糸

(機
紗

・
洋
糸
)
が
原
料
と
し
て
手

紡
糸
に
混
ぜ
ら
れ
て

(初
め
は
経
糸
の
み
、
後
に
は
経
糸

・
繰
糸
雨
方
に
)

手
織
り
さ
れ
(
新
土
布
)
、
商
品
生
産
地
と
し
て
設
展
し
た
地
域
も
少
な
く

な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
綿
産
地
も
筆
中
か
ら
華
北
や
華
南
に
債
が
り、

か
つ
中
園
綿
花
の
品
質
改
良
が
園
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
繊
維
の
よ
り
長
い

ア
メ
リ
カ
綿
花
も
栽
悼
惜
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
園
内
の
需
要
に
感
え
る
他
に

輸
出
さ
れ
る
分
間
以
も
多
く
、
結
局
そ
の
償
絡
は
海
外
需
要
の
動
向
に
も
左
右

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
上
海
な
と
沿
岸
都
市
で
は
外
国
か
ら

紡
績
機
械
を
輸
入
し
て
近
代
工
業
と
し
て
設
展
も
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

後
に
は
紡
績
舎
枇
の
粂
営
織
布
や
織
布
専
業
の
工
場
も
増
加
し
た
。
こ
う
し

て
近
代
中
園
の
綿
業
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
が
ち
な
原
料
綿
花
の
不
安
定
な

供
給
の
下
、
農
村
の
手
工
業
段
階
の
在
来
綿
業

(新
土
布
の
み
な
ら
ず
、
新

た
に
機
械
製
の
細
糸
を
朋
い
た
手
織
り
の
制
布
H
改
良
土
布
も
資
場
)
と
、

都
市
の
近
代
綿
工
業
と
が
相
互
に
関
連

・
補
完
し
、
か
つ
競
合

・
封
抗
も
し

つ
つ
、
複
雑
で
屈
折
し
た
展
開
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
中
図
綿
業
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
研
究
と
し
て
、
誰
も
が
鎮
先
に
思

い
浮
か
べ
る
書
物
は
、
今
は
故
き
殿
中
平
氏
の

『中
図
棉
紡
織
史
稿

(一一一

八
九
|
一

九
三
七
)
||
綿
工
業
史
よ
り
み
た
中
図
資
本
主
義
の
後
生
と
後

展
の
過
程
|
|
』
(
北
京
、

一
九
五
五
年
)
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

中
図
綿
業

は
、
前
述
の
よ
う
に
中
園
を
代
表
す
る
産
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
研
究
も

戦
前
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
て
、
中
園
で
は
、
例
え
ば
方
額
廷
・
王
子
健
等
の
綿

工
業
の
研
究
や
調
査
が
あ

っ
た
。
ま
た
聞
係
の
深
い
日
本
で
も
豊
富
な
蓄
績

が
あ
る
。
殿
中
平
氏
の
先
の
研
究
は
、
綿
業
で
手
工
業
段
階
か
ら
中
園
の
資

本
主
義
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
外
図
の
侵
略
下
に
あ
っ
て
も
着
賞
に
援
展

し
、
外
図
資
本
と
競
合
し
つ
つ
、
つ
い
に
は
日
中
戦
争
と
革
命
を
迎
え、

枇

曾
主
義
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
そ
の
過
程
、
換
言
す
れ
ば
「
宇
植
民
地
中
十
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封
建
枇
舎
」
に
お
け
る
資
本
主
義
化
の
典
型
事
例
を
理
論
的
か
つ
賓
誼
的
に

分
析
し
、

一
つ
の
見
通
し
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。
ま
さ
に
枇
曾
主
義
の
新
中

図
後
足
を
象
徴
す
る
よ
う
な
、
唯
物
史
観
に
則
っ
た
初
の
本
格
的
な
研
究
で

あ
り
、
戦
後
の
新
し
い
研
究
の
出
愛
黙
と
な
っ
た
。
一

九
五

O
、
六

0
年
代

の
我
が
園
の
中
園
綿
業
史
研
究
は
、
こ
の
殿
氏
の
研
究
の
強
い
影
響
下
に
進

め
ら
れ
た
。
そ
し
て

一
九
七

0
年
代
以
降
も
同
様
の
傾
向
の
研
究
が
績
く
か

た
わ
ら
、
許
者
の
ご
と
き
は
、
そ
の
巌
氏
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
同
時

に
反
設
も
し
、
企
業
史

・
企
業
者
史
と
い
う
ミ
ク
ロ
の
視
結
か
ら

一
九
世
紀

末
か
ら
二
O
世
紀
初
め
の
中
園
綿
業
に
つ
い
て
初
歩
的
な
分
析
を
試
み
た
。

そ
し
て
外
園
の
侵
略
と
そ
の
影
響
如
何
と
い
う
問
題
の
枠
組
み
よ
り
も
、

「
花
貴
紗
賎
」

(原
綿
高
の
綿
糸
安
)
と
い
う
蛍
時
の
市
場
候
件
に
針
す
る

紡
績
企
業
家
の
封
嬢
の
仕
方
に
中
園
綿
工
業
の
分
か
れ
目
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
ま
た
農
村
在
来
の
手
紡
糸
や
手
織
綿
布
も
、
外
園
綿
製
品
の
歴
力

で
簡
翠
に
衰
退
し
た
の
で
は
な
く
、
機
舎
費
用
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
近
い
家

内
州
労
働
力
を
完
全
燃
焼
し
、
そ
れ
を
挺
子
に
近
代
工
業
製
品
に
抵
抗
し
績
け
、

日
中
戦
争
期
ま
で
根
強
く
存
績
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
的
な
見

通
し
も
提
起
し
た
。
そ
し
て

一
九
八

0
年
代
に
は
中
園
史

・
日
本
史
の
双
方

か
ら
新
し
い
世
代
の
研
究
者
も
多
数
登
場
し
、
中
園
綿
業
史
の
研
究
が
新
し

い
段
階
を
迎
え
た
。
と
く
に
東
の
久
保
亨
氏
、
西
の
森
時
彦
氏
が
有
能
な
若

手
研
究
者
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
大
作

「中
園
近
代

綿
業
史
の
研
究
』
は
、
そ
の
森
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。

以
上
は
、
中
図
綿
業
史
の
評
者
な
り
の
研
究
史
の
整
理
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ

言
及
し
た
の
は
、
本
書
が
こ
の
貼
に
ほ
と
ん
ど
綱
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
書

を
理
解
す
る
上
で
必
要
と
判
断
し
て
付
け
加
え
た
蛇
足
で
あ
る
。
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本
書
は
、
森
時
彦
氏
が
二
十
年
近
い
研
鍍
を
重
ね
て
築
き
上
げ
た
、
文
字

通
り
の
中
園
近
代
綿
業
史
に
閲
す
る
本
格
的
な
専
門
書
で
あ
る
。
氏
の
研
究

封
象
が
狭
い
「
綿
工
業
」
だ
け
に
限
定
さ
れ
ず
、
農
村
在
来
綿
業
を
も
包
み

込
ん
だ
「
綿
業
」
で
あ
る
こ
と
に
ま
ず
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て、

氏
の
研
究
は
綿
業
全
健
に
及
ぶ
幅
贋
い
「
産
業
史
」
の
部
類
に
入
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
味
で
は
、
先
の
殿
中
平

「中
園
棉
紡
織
史
稿
』
の
系
譜
を
引
き

な
が
ら
、
後
連
の
よ
う
に

一
段
と
高

い
水
準
に
引
き
上
げ
た
劃
期
的
な
勢
作

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

本
書
は、

「緒
言
」
に
績
く
、
次
の
五
章
と
別
章
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。

169-

第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

別
章

中
図
近
代
に
お
け
る
機
械
製
綿
糸
の
普
及
過
程

中
図
在
来
綿
業
の
再
編

中
園
紡
績
業
の
「
黄
金
時
期
」

「
一
九
二三一
年
恐
慌
」
と
中
園
紡
績
業
の
再
編

中
園
紡
績
業
を
め
ぐ
る
市
場
構
造
の
愛
容

中
園
綿
業
の
近
代
化
過
程

ま
ず
「
緒
言
」
で
は
、
近
代
中
園
の
綿
業
の
展
開
過
程
を
二
つ
の
段
階
、

す
な
わ
ち
「
在
来
セ
ク
タ
ー
の
嬰
容
期
」
と

「近
代
セ
ク
タ
ー
の
形
成
期
」

に
分
け
、
前
者
を
「
イ
ン
ド
で
生
産
さ
れ
た
機
械
製
の
太
糸
が
中
園
の
農
村

市
場
に
流
入
し
、
土
糸
の
代
替
日
間
と
し
て
土
布
の
原
料
綿
糸
に
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
過
程
」
、
後
者
を
「
日
本
あ
る

い
は
中
閣
で
生
産
さ
れ
た
機
械
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製
の
細
糸
が
、
改
良
士
十
叩
も
し
く
は
機
械
製
綿
布
の
原
料
綿
糸
と
い
う
新
し

い
市
場
を
同
開
拓
し
て

い
く
過
程
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
o

後
者
は
と
く
に
日

本
紡
績
業
の
断
品
輸
出
と
資
本
輸
出
の
影
響
下
に
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
二

つ
の
段
階
の
境
目
は
「
一
九
社
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
あ
た
り
に
」
そ

の
起
黙
を
求
め
、
「
第

一
次
大
戦
以
降
に
そ
の
本
格
的
設
展
段
階
を
想
定
す

る」

と
い
う
。
こ
こ
で
第

一
の
段
階
を
、
機
械
製
綿
糸
の
普
及
に
つ
れ
、

「在
来
綿
業
が
繁
容
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
矧
に
要
注

意
で
あ
る
。
従
来
は
、
外
図
勢
力
の
侵
略
に
件
、っ
在
来
綿
業
の

「衰
退
過

程
」
と
し
て
見
な
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
第

二
の
段
階
に
つ
い
て
も
、

「従
来
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か

っ
た
問
屋
制
家

内
手
工
業
、
さ
ら
に
は
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
、
機
械
制
綿
工
業
な
ど
、
前

近
代
に
は
無
か

っ
た
と
い
う
意
味
で
の

「近
代
的
な
』
生
産
形
態
が
登
場
し

た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
括
弧
付
き
の
「
近
代
」
セ
ク
タ
ー

の
意
味
で
し
か
な
い
。
本
書
は
中
園
近
代
綿
業
史
を
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
段

階
に
大
き
く
分
け
た
あ
と
、
こ
の
綿
業
の
歴
史
的
展
開
を
、

「主
に
機
械
製

綿
糸
と
原
料
綿
花
の
流
通
過
程
に
着
目
し
つ
つ
、
か
つ
出
来
る
限
り
定
量
分

析
の
テ

l
タ
l
に
依
械
し
な
が
ら
、
寅
態
解
明
す
る
こ
と
に
努
め
た
」
と
い

う
。
本
書
の
力
制
、
主
に
綿
糸
と
原
綿
の
流
通
過
程
を
考
察
し
た
こ
と
、
出

来
る
か
ぎ
り
統
計
数
字
を
集
め
て
定
量
分
析
を
し
た
こ
と
、
こ
の
二
結
に
本

書
の
最
大
の
債
値
が
あ
る
。
そ
し
て
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
限
界
も
そ
こ
に
あ

る
。次

に
各
章
を
概
観
し
よ
う
。
第

一
章
で
は
、
「
機
械
製
綿
糸
の
普
及
過
程
」
、

す
な
わ
ち
在
来
綿
業
の
繁
容
過
程
を
さ
ら
に
三
つ
に
匡
分
し
て
い
る
。
第

一

期

(
一
八
七

0
年

代

!
一
九
世
紀
末
)
は
イ
ン
ド
機
械
製
太
糸
が
、
折
か
ら

の
「
銀
安
銭
高
」
傾
向
に
助
け
ら
れ
て
中
園
農
村
を
席
巻
し
、
土
糸
に
代
替

し
た
が
、
そ
の
分
量
は
毎
年
約
六

O
O高
櫓
と
推
計
さ
れ
る
中
園
農
村
綿
糸

消
費
量
の
う
ち
の
一一一分
の
二

(
四
O
O寓
捨
)
に
達
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
綿
糸
が
消
費
さ
れ
た
の
は
新
土
布
の
商
品
生
産
に

お
い
て
の
み
で
あ
り
、
自
家
用
生
産
で
は
従
来
通
り
土
糸
が
根
強
く
存
綴
し

た
と
も
附
記
し
て
い
る
。
ま
た

「銀
安
銭
高
」
傾
向
は

一
九

O
四
年
か
ら
反

聴
し
、
「
銀
高
銭
安
」
と
な
っ

て
輸
入
綿
糸
の
普
及
に
不
利
に
作
用
し
た
た

め
に
、

二
O
世
紀
に
入
る
と
上
海
を
中
心
と
す
る
中
園
民
族
資
本
が
生
産
す

る
機
械
製
綿
糸
が
競
争
力
を
も
ち
、
輸
入
綿
糸
に
部
分
的
に
代
替
し
城
大
し

は
じ
め
た
。
し
た
が
っ
て
第
二
期

(一

九

O
O
年
l
一
九
二
O
年
)
に
お
け

る
機
械
製
綿
糸
の
消
費
量
は
「
ず

っ
と
四

O
O高
機
前
後
に
停
滞
し
た
」
と

い
う
。
第
三
期

(一

九
二
O
l
二一

0
年
代
の
農
村
恐
慌
期
)
は
、
機
械
製
綿

糸
普
及
の
第
二
次
急
増
期
で
あ

っ
た
。
中
園
紡
績
業
は
第

一
次
大
戦
期
の
黄

金
時
代
を
契
機
に
念
速
に
生
産
力
を
増
大
さ
せ
て
、
機
械
製
綿
糸
の
自
給
化

を
達
成
し
た
が
、
太
糸
の
需
要
は
依
然
と
し
て
四

O
O寓
櫓
前
後
に
停
滞
し

た
ま
ま
で
あ

っ
た
。
他
方
で
、
「
都
市
部
に
お
け
る
紡
績
工
場
の
粂
佳
織
布
、

専
業
織
布
工
場
、
農
村
部
に
お
け
る
改
良
土
布
の
生
産
な
ど
」
「
近
代
セ
ク

タ
ー
」
が
輸
入
代
答
化
を
進
め
て
、

二
O
番
手
以
上
の
機
械
製
細
糸
約
三
O

O
寓
携
を
消
費
し
た
。
こ
う
し
て

一
九
三

O
年
前
後
に
お
い
て
中
園
機
械
製

綿
糸
の
普
及
は
合
計
七

O
O高
婚
の
ピ
ー
ク
に
到
達
し
、
「

一
つ
の
サ
イ
ク

ル
を
終
え
る
こ
と
に
な

っ
た
」
と
い
う
。

在
来
綿
業
の
再
編
を
扱
う
第
二
章
は
、
と
く
に
長
江
中
流
域
の
沙
市
と
下

流
域
の
武
進
を
中
心
に
、
機
械
製
綿
糸
の
普
及
に
伴
う
在
来
綿
業
の
市
場
構

造
の
繁
容
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す
る
。
ま
ず
湖
北
西
部
の
沙
市
は
上
流
の
四
川

向
け
綿
花
供
給
地
で
あ

っ
た
が
、
四
川

へ
の
イ
ン
ド
綿
糸
の
流
入
に
伴
う
新

土
布
生
産
開
始
に
よ
り
そ
の
意
味
を
失
い
、
ま
た
湖
北
綿
花
の
釘
日
輸
出
が
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念
増
す
る
と
、
漢
口
が
そ
の
中
心
と
な
り
、
沙
市
は
そ
の
供
給
基
地
に
な
れ

な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
江
南
の
武
進
で
は
農
村
織
布
業
が
問
屋
制
家
内
工

業
に
移
行
し
は
じ
め
た
が
、
第
一
次
大
戦
期
の
活
況
の
中
で
不
正
行
翁
が
頻

渡
し
、
さ
ら
に
問
屋
制
か
ら
製
品
管
理
が
し
易
い
工
場
制
手
工
業
に
移
行
し

は
じ
め
た
と
い
う
。
第
二
章
の
主
旨
は
以
上
の
と
お
り
だ
が
、
線
じ
て
沙
市

と
武
進
と
い
う
地
域
が
中
園
綿
業
と
の
開
遠
の
中
で
典
型
的
な
の
か
、
そ
れ

と
も
特
殊
な
の
か
、
特
殊
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
か
、
必
ず
し

も
全
健
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
明
確
で
は
な
い
黙
が
惜
し
ま
れ
る
。

第
三
章
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
中
園
紡
績
業
の
「
黄
金
時
期
」
を
原
綿
と

綿
糸
の
流
通
面
か
ら
取
り
上
げ
る
。
大
戦
の
長
期
化
で
輸
入
品
が
途
絶
え
て

中
園
で
も
輸
入
代
替
型
の
綿
工
業
が
成
長
、
機
械
製
綿
糸
へ
の
需
要
増
と
、

一
九
二

O
年
ま
で
綿
糸
相
場
の
高
騰
が
縦
い
た
。
他
方
で
綿
花
は
安
値
で
安

定
し
た
の
で
、
こ
こ
に
「
紗
貴
花
賎
」
(
綿
糸
高
の
原
綿
安
)
が
出
現
、
「
空

前
絶
後
の
超
過
利
潤
を
も
た
ら
し
た
」
。
ま
た
折
か
ら
起
こ
っ
た
反
日
運
動

の
一
環
で
あ
る
「
園
貨
提
唱
」
の
よ
び
か
け
も
重
な
り
、
未
曾
有
の
紡
績

ブ
ー
ム
が
到
来
、
こ
の
時
期
に
四
倍
に
念
綴
大
し
た
。
ま
た
こ
の
期
間
に
太

糸
綿
糸
の
競
争
力
を
失
っ
た
日
本
紡
績
資
本
は
、
中
園
市
場
に
直
接
進
出
し
、

工
場
を
建
設
し
は
じ
め
た
。
商
品
輸
出
か
ら
資
本
の
輸
出
へ
の
穂
換
で
あ
る
。

大
戦
後
に
民
族
資
本
の
生
産
規
模
の
抜
大
と
、
日
本
資
本
の
い
わ
ゆ
る
「
在

華
紡
」
の
進
出
が
重
な
り
、
中
園
綿
糸
市
場
を

一
獲
さ
せ
る
事
態
と
な
っ
た
。

第
四
章
は
、

「
一
九
二
三
年
恐
慌
」
後
生
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
分
析
し
な
が

ら
、
中
園
農
村
の
機
械
製
綿
糸
市
場
の
構
造
的
特
質
を
解
明
し
て
い
る
。
恐

慌
の
原
因
は
「
花
阜
県
紗
賎
」
(
原
綿
高
の
綿
糸
安
)
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
も

た
ら
し
た
の
は
中
園
民
族
紡
績
の
念
増
と
「
在
華
紡
」
の
大
量
出
現
で
あ
り
、

そ
の
結
果
綿
糸
の
過
剰
生
産
と
原
綿
不
足
が
生
じ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
生
産

過
剰
は
二

O
番
手
以
下
の
太
糸
市
場
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
細
糸
の
需

要
は
旺
盛
で
あ
り
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
綿
糸
に
ほ
ぼ
濁
占
さ
れ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
「

一
九
二
三
年
恐
慌
」
は
農
村
織
布
業
に
限
定
さ
れ
て

い
た
太
糸
固
有
の
構
造
不
況
で
あ
り
、
以
後
上
海
「
在
華
紡
」
を
先
頭
に
中

園
綿
工
業
は
太
糸
か
ら
細
糸
へ
の
生
産
シ
フ
ト
が
進
行
し
た
と
い
う
。

第
五
章
は
、
「
内
陸
紡
」
と
い
う
中
圏
内
陸
部
に
立
地
す
る
民
族
紡
の

一

事
例
(
長
沙

・
湖
南
第

一
紗
廠
)
を
中
心
に
、
先
述
の
細
糸
へ
の
生
産
シ
フ

ト
が
進
行
し
た
結
果
、
一
九
二
0
年
代
後
半
の
中
園
綿
工
業
に
食
生
し
た
市

場
構
造
の
愛
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
中
園
の
機
械
製
綿
糸
市
場
は
、

大
戦
中
の
「
黄
金
時
期
」
以
降
「
上
海
を
中
心
と
す
る
同
心
園
的
統
一
市
場

が
形
成
さ
れ
」
た
の
に
伴
い
、
綿
花
は

「在
肇
紡
」
の
細
糸
生
産
用
の
原
綿

を
供
給
す
る
市
場
が
上
海
と
直
結
し
、
上
海
綿
花
市
場
の
影
響
下
に
置
か
れ

た
が
、
内
陸
部

・
紡
績
曾
枇
の
太
糸
用
原
綿
を
供
給
す
る
地
方
の
綿
花
市
場

は
上
海
市
場
か
ら
相
釘
的
に
孤
立
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
こ
に
「
黄
金
時

期
」
と
同
様
の
「
紗
貴
花
賎
」
が
出
現
し
「
内
陸
紡
」
の
繁
栄
が
あ
っ
た
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
第
五
章
で
の
問
題
黙
は
、
は
た
し
て
長
沙
・
湖

南
第
一
紗
廠
の
例
が

「内
陸
紡
」
と
い
う
モ
デ
ル
を
ど
こ
ま
で
代
表
し
て
い

る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
註
(

ω

)

(

四
二
二

三
頁
)
で
久

保
亨
氏
の
研
究
と
の
相
違
が
言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
黙
が
惜
し
ま

れ
る
。

別
章
は
、
「
以
上
の
諸
章
で
重
ね
て
き
た
分
析
の
結
果
を
土
牽
に
し
て
」

「中
園
の
開
図
か
ら
、
中
園
近
代
綿
業
の
ひ
と
つ
の
到
達
黙
を
示
す
日
中
戦

争
前
夜
ま
で
の
ほ
ぼ
一

O
O年
に
お
よ
ぶ
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
、
中
岡
在
来
綿

業
の
近
代
化
の
過
程
を
備
隊
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
撃
部
内
晶
子
生
向
け
の
啓

蒙
書
に
執
筆
し
た
中
国
近
代
綿
業
通
史
の
よ
う
な
性
格
の
文
章
で
あ
る
の
で
、
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ま
ず
こ
の
部
分
を
譲
ん
で
本
音
の
全
健
像
を
か
い
つ
ま
ん
で
理
解
」
し
た
方

が、

「
あ
る
い
は
使
利
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

ほ
ぽ
以
上
が
、
許
者
が
理
解
し
、
要
約
し
え
た
範
闘
で
の
本
書
の
概
要

(
及
び
傾
く
小
さ
な
附
組
制
の
指
摘
)
で
あ
る
。
こ
の
拙
い
概
要
か
ら
も
窺

え
る
よ
う
に
、
本
書
は
近
代
中
図
綿
業
の
展
開
過
程
を
「
在
来
セ
ク
タ
ー
の

繁
谷
矧
」
と
「
近
代
セ
ク
タ
ー
の
形
成
期
」
の
二
段
階
に
分
け
、
機
械
製
綿

糸
と
原
料
綿
花
の
流
通
過
程
に
着
目
し
徹
底
的
に
定
量
分
析
を
試
み
て
い
る
。

中
十
世
紀
前
の
殿
中
平

『中
国
棉
紡
織
史
稿
』
を
知
る
者
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の

質
的
な
'
一
両
さ
、
研
究
水
準
の
格
段
の
遣
い
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
解
務
の
確

か
さ
と
袋
付
け
の
盟
富
な
デ
ー
タ
|
(本
文
の
図
表

一
七

一
枚
、
別
表
三
八

枚
、
計
二
O
九
枚
1

)

に
は
匪
倒
さ
れ
る
思
い
が
す
る
で
あ
ろ
う
。
専
門
外

の
研
究
者
か
ら
み
れ
ば
、

中
凶
綿
業
は
資
料
が
県
富
で
、

研
究
し
や
す
い
よ

う
な
印
象
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
貧
際
に
携
わ

っ
た
研
究
者
は
だ

れ
で
も
、
佐
賀
な
資
料
の
不
足
、
と
り
わ
け
統
計
の
紋
如
、
不
備
に
泣
か
さ

れ
て
き
た
。
と
く
に
大
き
な
図
書
施
設
の
な
い
地
方
の
研
究
者
は
、
年
数
回

に
限
定
さ
れ
た
統
計
資
料
の
複
鶏
収
集
だ
け
で
も
大
き
な
負
燐
で
あ
っ
て
、

数
十
年
と
い
う
時
系
列
の
資
料
の
分
析
ま
で
た
ど
り
着
け
な
い
状
況
に
あ
る
。

森
氏
は
京
都
と
い
う
比
較
的
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で

も
森
氏
の
二
寸
年
近
い
統
計
資
料
の
牧
集
と
庭
理
の
勢
苦
、
そ
し
て
そ
の
理

論
的
な
庭
理
の
努
力
に
は
敬
服
す
る
し
か
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
評
者
は
第

一
次
大
戦
以
前
の
中
幽
綿
業
を
研
究
し
た
者
で
あ
る
が
、
そ
の
貧
し
い
経
験

に
照
ら
し
て
も
、
本
書
の
多
く
の
結
論
は
概
ね
安
首
で
あ
り
、
強
い
説
得
力

を
も
っ
と
思
わ
れ
る
。
中
間
綿
業
史
は
、
本
書
に
よ

っ
て
全
く
新
し
い
時
代

に
入

っ
た
と
断
言
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
取
珪
を
克
れ
な
い
の
は
研
究
と
い
う
人
開
の
営
み
の
宿

命
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

白紙
が
つ
い
た
粘
を
若
干
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第

一
に
、
中
国
綿
業
史
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
推
理
が
本
訟
に
紋
如
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
書
評
の
冒
頭
で
、
あ
え
て
評
者
が
研

究
史
の
経
理
を
試
み
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
黙
と
か
か
わ
る
。

こ
れ
だ
け
の
大
作
で
あ
り
、
劃
期
的
な
研
究
で
あ
る
だ
け
に
、
研
究
史
の
整

理
と
そ
の
中
へ
の
本
内
の
位
置
づ
け
が
な

い
こ
と
に
大
き
な
違
和
感
を
覚
え

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
本
書
は
殿
中
平
氏
の
研
究
に
つ
い
て
、
個
々
の

数
字
や
論
結
に
つ
い
て
の
言
及
は
多
い
が
、
全
健
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
わ

ず
か
に
「
中
園
に
お
け
る
近
代
紡
績
業
の
愛
展
段
階
に
つ
い
て
は
、
従
来
二

つ
の
見
解
が
あ

っ
た
。
殿
中
平
氏
は
お
も
に
針
外
関
係
の
硯
刻
か
ら
、
中
国

近
代
紡
績
業
史
の
時
期
匿
分
を
す
る
の
で
、
日
清
戦
争
に
一
つ
の
剖
期
を
お

い
た
」

(三
七
頁
)
云
今
と
個
別
れ
る
の
み
で
あ
る
。
か
つ
て
許
者
は
殿
中
平

氏
と
い
う
高
い
墜
に
向
か

っ
て
何
度
も
程
賞
た
り
し
た
経
験
を
も
っ
。
許
者

の
場
合
、
良
く
も
悪
く
も
い
つ
も
回
収
中
平
氏
が
出
後
鈷
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ

り
十
年
ほ
ど
あ
と
に
な
る
が
、
森
氏
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
。

し
か
し
、
評
者
と
は
墜
に
ぶ
つ
か
っ
た
地
貼
や
角
度
が
遣
う
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
が
、
と
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
そ
れ
は
何
故
か
、
あ
る
い
は
殿
中
平
氏

は
そ
も
そ
も
森
氏
に
と
っ
て
高
い
壁
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
森
氏
に
と
っ
て

の
研
究
の
出
後
鈷
は
果
し
て
何
だ

っ
た
の
か
、
こ
こ
に
中
園
綿
業
史
の
研
究

上
の
問
題
貼
(
少
な
く
と
も
そ
の

一
部
)
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

森
氏
の
問
題
意
識
、
そ
し
て
本
書
が
達
成
し
た
高
い
債
値
を
讃
者
に
明
確
に

確
認
さ
せ
る
た
め
に
も
、
研
究
史
の
獲
理
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。

こ
の
貼
と
関
連
す
る
の
が
、
第
二
の
参
考
文
献
目
録
の
問
題
が
あ
る
。
曲目
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遇
、
向
学
術
書
な
ら
ば
巻
末
に
記
載
さ
れ
る
は
ず
の
文
献
日
銀
が
本
書
に
な
い

の
で
あ
る
。
本
書
の
最
後
に
あ
る
別
章
に
は
、
簡
単
な
文
献
が
列
恕
さ
れ
て

い
る
が
、
重
複
す
る
も
の
も
あ
り
、
き
わ
め
て
中
途
中
十
端
な
も
の
で
し
か
な

い
。
お
そ
ら
く
園
表
で
頁
数
を
と
ら
れ
た
た
め
に
紙
幅
に
徐
裕
が
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
森
氏
の
問
題
意
識
と
愛
想
、
そ
し
て
定
量
分
析
の
基
礎
資

料
を
ま
と
め
て
確
認
す
る
目
録
が
な
く
て
残
念
で
あ
る
。

第
三
は
、
本
書
の
根
幹
と
な
る
統
計
数
字
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
中

園
紡
績
業
の
紡
錘
数
と
そ
の
稼
働
率

・
生
産
性
(
嘗
該
年
度
の
紡
錘
数
に

一
・
九
婚
を
か
け
て
算
出
)
が
若
干
過
大
評
債
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
土

糸

・
土
布
の
生
産
高
が
過
少
許
債
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

疑
問
で
あ
る
。
本
書
が
も
と
つ
く
中
園
の
丁
氏
の
研
究
で
は
、
基
準
と
さ
れ

た
大
生
紗
廠
の
場
合
、
年
間
三

O
O日
を
操
業
期
間
と
し
て
計
算
し
て
い
る

が
、
毎
週
日
曜
の
休
日

(そ
れ
だ
け
で
五
十
二
日
)
の
他
に
、

陰
暦
の
春
節

を
中
心
に
約

一
週
間
の
正
月
休
み
が
あ
り
、
さ
ら
に
資
料
に
よ
っ
て
は
大
生

に
夏
期
、
稲
の
収
穫
時
期
に

一
ヶ
月
、近
い
休
暇

(操
業
中
止
)
も
あ

っ
た
と

い
う
指
摘
も
あ
り
(
つ
ま
り
工
場
州
労
働
者
が
同
時
に
農
民
で
も
あ

っ
た

!
)
、

操
業
期
間
は
も

っ
と
短
く
な
る
。
民
族
紡
の
中
で
経
営
者
を
ほ
と
ん
ど
交
代

さ
せ
て
い
な
い
超
優
良
企
業

(大
生
)
で
も
こ
の
よ
う
な
操
業
状
態
な
の
で
、

経
営
不
振
に
陥
っ
て
経
営
者
を
交
代
さ
せ
、
組
織
愛
更

・
操
業
停
止
し
た
企

業
の
多
か

っ
た
近
代
中
闘
の
場
合

(と
く
に
第

一
次
大
戦
前
)
、
年
間
三

O

O
日
の
操
業
期
間
と
か
、
一
紡
錘
首
た
り
の
生
産
性
な
ど
の
平
均
値
が
ど
れ

ほ
と
の
普
通
的
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
時
期
ご
と
の
検
算
が
必
要
で
は
な
か

っ
た
か
、
と
疑
問
が
生
じ
る
。
紡
績
機
械
に
し
て
も
企
業
に
よ
り
そ
の
構
成

は

一
様
で
は
な
く
、

創
業
の
古
い
企
業
ほ
ど
初
期
の
古
い
設
備
も
あ
れ
ば
、

比
較
的
新
式
の
も
の
も
あ
り
、
そ
の
保
守

・
管
理
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

現
在
、
中
圏
各
地
の
紡
績
工
場
を
見
向
掛
干
し
て
驚
く
こ
と
は
、
た
と
え
百
年
前

の
奮
式
で
能
率
が
慈
い
機
械
で
あ
っ
て
も
修
理
し
部
品
を
補
い
十
二
分
の
手

入
れ
を
し
て
稼
働
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
式
で
放
率
の
よ
い
機
械
と

そ
う
で
な
い
奮
式
機
械
を
並
行
し
て
操
業
さ
せ
る
こ
と
は
、
生
産
能
率
と
コ

ス
ト
か
ら
い
え
ば
明
ら
か
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
廉
債
な
拙
労
働
力

で
補
お
う
と
し
て
い
る
(
そ
の
結
果
、
過
剰
労
働
と
努
賃
コ
ス
ト
の
上
昇
を

招
く
)。
中
図
で
は
機
械
と
い
う
も
の
は
完
全
に
磨
滅
す
る
ま
で
稼
働
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
近
代
機
械
生
産
の

過
大
評
債
は
、
骨
画
然
傍
統
部
門
の
過
少
評
債
に
な
ろ
う
。
平
均
値
の
修
正
は
、

そ
れ
が
た
と
え
僅
か
で
あ
っ
て
も
結
果
に
大
き
な
差
異
を
も
た
ら
す
の
で
、

出
後
黙
と
な
る
数
字
の
設
{疋
に
は
よ
り
慎
重
な
検
討
が
望
ま
れ
る
。

第
四
は
、
本
書
が
綿
糸
綿
花
の
流
通
過
程
の
定
量
分
析
を
心
掛
け
た
た
め

に
、
首
然
の
こ
と
な
が
ら
、
紡
織
企
業
の
経
営
問
題
が
考
察
の
封
象
か
ら
は

ず
れ
た
こ
と
の
再
確
認
で
あ
る
。
近
代
中
園
綿
業
に
お
け
る
「
花
賞
紗
賎
」

な
い
し
「
紗
貴
花
賎
」
の
構
造
と
そ
の
統
計
数
字
上
の
大
枠
は
、
本
書
の
分

析
し
た
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
園
紡
織
業
の
企
業
経
営
者
は
そ
の

時
々
の
市
場
候
件
に
封
し
て
何
を
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
何
を
し
な
か

っ
た

の
か
、
資
本
調
達
の
工
夫
や
技
術
革
新
、
原
綿
改
良
、
雇
用
釣
策
、
業
界
全

健
と
し
て
の
取
組
み
ゃ
指
導
、
政
府
と
の
関
係
改
善
等
の
経
営
諸
問
題
が
そ

こ
に
登
場
し
て
く
る
。
本
書
も
で
き
る
だ
け
そ
の
駄
に
言
及
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、

ま
だ
極
め
て
限
定
的
で
し
か
な
い
。
例
え
ば
、
「
{昌
利
」
を
箪
に

「
公
約
配
賞
金
」

(三
四
七
頁
)
と
だ
け
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
不

十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
理
解
で
は
、
「
花
賞」

に
釘
す
る
原
綿
針
策

と
、
そ
れ
に
直
結
す
る
中
園
民
族
紡
に
と
っ
て
最
大
の
資
金
問
題
が
浮
か
び

上
が

っ
て
こ
な
い
。
「
官
利
」
の
問
題
を
掘
り
下
げ
た
拙
著

『張
警
と
中
図
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近
代
企
業
』
の
意
味
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
企
業
ト

〈
フ
の
最
高
意
思
決

定
は
、
綿
糸

・
綿
花
の
市
場
候
件
に
影
響
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
自
動
的

に
決
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
中
図
綿
工
業
の
経
営
史
研
究

(企
業

史

・
企
業
者
史
研
究
)
は
、
本
北
川
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
、
む
し
ろ
こ
れ
か

ら
本
俗
的
に
始
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

そ
の
他
、
本
書
の
各
章
で
註
や
綿
業
の
用
語
等
の
説
明
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
既
設
表
の
論
EX
を
収
録
す
る
に
嘗
た
り
、

時
間
の
制
約
も
あ
り
‘
記
述
の
重
複
の
削
除
に
あ
ま
り
注
意
が
挑
わ
れ
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
戒
を
込
め
て
最
後
に
騎
れ
て
お
き
た

い
。

さ
て
、

以
上
の
指
摘
と
感
想
は
、
本
書
の
高
い
債
値
を
確
信
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
あ
え
て
評
者
が
試
み
た
的
外
れ
の
妄
一言
で
あ
る
。
著
者
に
は
非
政

を
お
詫
び
し
つ
つ
、
読
者
諸
兄
に
は
も
し
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
お
汲
み
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

註(
l
)

殿
中
卒
著

『中
園
棉
紡
織
史
稿

(
一
二
八
九
|
一

九
三
七

)
l
l

従
棉
紡
織
工
業
史
看
中
闘
資
本
主
義
的
後
生
輿
後
展
過
程
|
|
」

北

京
、

一
九
五
五
年
、

一向
版
、

一
九
六
三
年
。
依
田
怒
家
諜

『中
図
近

代
産
業
後
遠
史
|
|
l
「中
図
棉
紡
織
史
稿
」
||
l』
東
京
、
一
九
六
六

年
。

(2
)
司
O
D
m
-

出
口

(方
顛
廷
)
(UU
R
S
P
§
と
ミ
き
礼
申
ね
え
ご
ヨ
♀
千

E
4M
〈

O
F
d
2
5ロ
-
E
ω
N
(華
謀
本
、

『中
園
之
棉
紡
織
業
』

上
海
、

一
九
三
四
年
。
梨
本
祐
平
編
誇

『支
那
経
済
研
究
」
東
京
、

一
九
三
九
年
)
。
王
子
健

・
王
鎖
中
編

『七
省
華
商
紗
廠
調
査
報
告
』

一
九
三
五
年
。

(3
)
戦
前
の
日
本
の
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
柄
本
務
策

『清
閣
の

棉
業
』
一

九

O
五
年
、
西
川
喜
一

『棉
工
業
と
綿
紙
綿
布
』

一
九
二

四
年、

山
崎
長
吉

『支
那
の
紡
績
と
織
物
』

一
九
二
七
年
、
名
和
統

一
『
日
本
紡
績
業
と
原
綿
問
題
』
一

九
三
七
年
な
ど
が
あ
る
。

(
4
)

殿
中
平
氏

(一

九
O
九
年
七
月
十
五
日
l

一
九
九

一
年
一

月
二
四

目
、
江
蘇
省
出
身
、
享
年
八
十
二
歳
)
の
経
歴

・
研
究
業
績
な
ど
に

つ
い
て
は、

経
君
健
編

『殿
中
平
文
集
』
北
京

・
中
図
枇
曾
科
祭
出

版
枇
、

一
九
九
六
年
、
に
詳
し
い
。
殿
氏
に
は
他
に
編
蓄

『中
園
近

代
経
済
史
統
計
資
料
選
輯
』
北
京
、

一
九
五
五
年
の
編
蓄
が
あ
る
。

な
お
、
首
初
西
洋
近
世
史
を
目
指
し
た
と
い
う
巌
氏
の
研
究
歴
と
、

許
者
自
身
の
鍛
中
平

・
王
子
健
雨
氏
と
の
師
談
(
一

九
八
二
年
秋、

八
三
年
春
上
海
)
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
巌
氏
の

『中
園
棉
紡
織
史

稿
』
は
同
氏
の
戦
前
の
著
作

『中
園
棉
業
之
設
展
』
(
一

九
四
二
年
)

の
改
訂
版
で
あ
り
、
戦
後
の
新
し
い
研
究
と
い
う
よ
り
も
戦
前
(
一

九
三
0
年
代
後
半
の
中
央
研
究
院
紅
曾
科
目
学
研
究
所
)
の
諸
研
究
を
、

唯
物
史
観
か
ら
線
合
、
再
整
理
し
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

(
5
)

代
表
的
な
研
究
を
翠
げ
れ
ば
、
小
山
正
明
「
清
末
中
図
に
お
け
る

外
図
綿
製
品
の
流
入
」

一
九
六
O
年
、
回
中
正
俊

「明
末
清
初
江
南

農
村
手
工
業
に
閲
す
る

一
老
察
」
一
九
六
一
年
、
同
「
西
欧
資
本
主

義
と
奮
中
園
枇
舎
の
解
慢
」
一

九
六
七
年
、
な
ど
で
あ
る
。
波
多
野

善
大

「
上
海
機
器
織
布
局
の
創
立
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

一
九

五
八
年
、
は
趣
は
か
な
り
遣
う
が
、
そ
の
成
果
の
上
に
立
つ
企
業
史

研
究
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

(
6
)

一
九
七
三
年
以
降
、
評
者
が
張
容
と
大
生
紗
廠
を
軸
に
公
表
し
て

き
た
諸
論
考
は
拙
著

『張
揮
官
と
中
園
近
代
企
業
』
北
海
道
大
祭
園
書
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刊
行
舎
、
一
九
九
六
年
、
に
牧
録
し
た
。

(
7
)

久
保
亨
「
近
代
中
国
綿
業
の
地
帯
構
造
と
経
営
類
型
ー
ー
ー
そ
の
後

展
の
論
理
を
め
ぐ
っ

て
1

1
」
『土
地
制
度
史
与
』
一

一
一
二
、
一
九

八
六
年
、
同

「青
島
に
お
け
る
中
園
紡
!
在
華
紡
開
の
競
争
と
協

調」

『枇
曾
経
済
史
的
学
」
五
六
|
五
、
一
九
九

O
年
、
同
編
『
中
園

345 

経
済
一

O
O年
の
あ
ゆ
み
|
|
統
計
資
料
で
見
る
中
園
近
現
代
経
済

史
』
創
研
出
版
、
一
九
九
一
年
、
な
ど
が
拳
げ
ら
れ
る
。

二
O
O
一
年
四
月
京
都
京
都
大
拳
拳
術
出
版
曾

A
五
剣

二
ハ
+
五
一
八
+
五

二

頁

二

ニ
0
0
0
困
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